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と慣習法会部族社

－EasternBantu系を中心として－

TribalSocietyandCustomaryLaw

-ThｅＣａｓｅｏｆｔｈｅＥａｓｔｅｒｎＢａｎｔｕ－

坂本邦彦
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はじめに

本稿は，EasternBantu系部族社会における慣習法'）

が，アフリカ大陸内外の識要素とのコンタクト・コンフ

リクト2)を通じて，どのようなダイナミズムを形成する

に至ったかを，社会人類学の視点からdiachronicに考

察することを目的とする。

アフリカ部族社会の多様性は，そのまま伝統的法体系

の多様性へとつながる。隣接した部族でも社会構造が異

なれば，おのずから各部族の法に差違が生じるし，ま
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た，遠く隔たった部族同士でも歴史的経繍が法に多くの

類似点を与えることがある。このようなアフリカ部族社

会における法の特質は，各部族の移動経路と密接な関係

にある。すなわち]移動過程における他の部族との融合

あるいは部族社会自体の拡散が，各部族の慣習法に独自

性を与えていったといえる。

しかし，問題は部族札1互'１１１のコンタクトとコソフリク

トを越えて広がっていく。７世紀以降，サハラルート，

エジプト・スーダンルート，インド洋ルートの３つの経

路をたどって，アフリカ部族社会へイスラム教がもたら

されていった3)。これは，アフリカの地に新たな法が持

ち込まれたことを意味する。イスラム化した入念は，遠

くアラブからやって来たカーディーのもとで，従来の部

族社会の法にイスラム法を付け加えていった。

１９世紀になると，ヨーロッパからの勢力がアフリカ部

族社会に新たな緊張をもたらすことになった。ここで，

体系化された実定法のもとに，伝統的法体系が再編成さ

れることになる。すなわち，植民地化の過程の中で，法

相互間のコソフリクトの多様化が推し進められていった

のである。1960年代のアフリカ諸国の独立は，更に問題

を複雑化した。８００余りの部族の中で約２００の部族が，

国境によって二分，三分されることになったい。これ

は，同一部族内でも国境を隔てることにより，異なった

国家法の適用を受けるようになったことを意味する。こ

うした様狗な動きの中で，アフリカにおける伝統的法体

系は，「部族本位制社会｣`)の基盤のもとでダイナミズム

を形成していったのである。

Europe

9℃

灘蒋徽鰄]……
④InterlacustrineBantu

第１図ケニアBantu系社会の構成

況に至る過程において，部族相互のコンタクトとコンフ

リクトが，慣習法形成に大きな影響を与えていった。特

に，Bantu系部族内部だけでなく，Nilote系，Cushite

系8)部族，及びヴィクトリア湖周辺の諸王国,）との関係

が注目される。

EasternBantu系部族には，集権化された政治組織

よりも，age-setsystemに社会構造の基盤がある'０)。

このage-setsystemは，Cushite系部族とのコンタク

トの中で，EasternBantu系部族に取り入れられてい

った。特に，Cushite系Galla族'1)の影響が強く，

Shungwaya地域'2)に共通の伝統的定住形態をつくって

いたBantu系部族は，Galla族の圧力によってしだい

に南下させられていった。１３～14世紀にかけて，今日の

Kikuyu,Kamba，Ｐｏｋｏｍｏにあたる部族が内陸部へと

移動し，１５～16世紀にかけて，Meru,Taita,Ｄｉｇｏが内

陸および南部へ移動した。こうしたEasternBantu系

部族の内陸部への移動は，Nilote系Maasai族との新

たな関係を生じさせることになった。Nilote系Ｔｅsoグ

ループから分離したMaasai族は，Turkana湖南部か

LEasternBantu系会社における

法の歴史的背景

ケニア東南部のBantu系社会には，起源を異にした

三種類の法が機能してきた。一つは，アフリカ大陸内部

における部族の移動の過程でしたらされた部族慣習法で

ある。他の二つは，アフリカ大陸外部から東アフリカへ

もたらされたイスラム法とイギリス法である。今日の東

アフリカの法の構造は，部族lili習法の基盤の上に，イス

ラム法，イギリス法が重なり合ったｉＭＩ１臓造を呈してし、

ると考えられる。

１－(ｉ）Bantuの歴史的経緯

Bantu系グループは，今から約2000年前に西アフリ

カのカメルーン地域付近から移動を始めた入念が，アフ

リカ中部，東部，南部に広がって成立したものと考えら

れている6)。こうした移動と定蒲のパターンは今だ不明

の点が少なくないが，第１図に示されるような現在の状
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って第二期は，Bantu系部族民のswahili化が進めら

れていった時期といえる。この時期になると，部族慣習

法がイスラム法に全面的に置換されるということはなく

なり，部族慣習法を基盤としたイスラム法の「ヴァリエ

ーション｣'8)が，新しい部族法として成立していくこと

になる。

ケニアの場合，Mombasaルートが交易の中心となっ

ていたが，タンザニアの他のルートに象られるように交

易路添いにイスラムが拡大していかなかったのは，①

Nyikal,)の存在，②交易ルート拡大の時期がEastern

Bantu系部族の移動の時期と重なっていた，③Nilote

系，CL1shite系部族とのコソフリクトなどが部族慣習法

を維持させる要因となったと考えられる。Mombasaル

ートは，Ｋａｍｂａ族の交易商人によって担われていたが，

現在イスラム教徒のＫａｍｂａ族はほとんどいない。した

がって，ケニアの場合は，第二期のswahili化の現象

は，鮒ｌ図①，②の隣接したBantu系部族民において

だけ染られることになる。

１－(iii）ヨーロピアン・コンタクト

１９世紀植民地時代になると，アフリカ大陸外からのも

う一つの勢力として，イギリス法が部族慣習法に影響を

及ぼすことになる。イギリス法が急速に入り込んできた

ことは，イスラム法の場合にみられるような部族レベル

あるいは個人レベルでの選択の余地が極めて少ないこと

を意味しており，したがって，部族慣習法との間の不整

合な部分も大きいといえる。しかし，それは単にイギリ

ス法が導入されたことだけに起因するものではない。

EIiasが，「アフリカ社会への現金経済，機械類，文書技

術のような異質な要素の導入は，部族や家族に対する従

来の集団的認識を変えていき，そのため，社会の秩序と

安定を保つための伝統的機構はしだいに不十分なものと

なる。工業社会の新しい観念と現実が，農牧社会の観念

と現実をゆるがし，多くの'慣習法上の実体的規定ばかり

でなく，伝統的な手続規定にまで影響を与えるという形

になる｡｣20)と語る時，アフリカ部族社会は，部族とは異

質な要素を中心とした統合過程へと組み込まれていくの

である。

ヨーロピアン・コンタクトにともなう新たな様相の一

つに裁判所の問題3Dがある。植民地時代には，ヨーロッ

パ人の紛争処理をおこなう非現地人裁判所（non-native

court）と，アフリカ人を対象とする現地人裁判所

（nativecourt）があった。

non-nativecourtでは，イギリス人の裁判官が裁判

を行ない，ヨーロッパ人相互の紛争処理をイギリス法に

ら18世紀以降RiftVaUey添いにしだいに南下していっ

た。そして，EasternBantu系と衝突することにな

るが，このようなGalla，Maasaiなどのnon-Bantu

speakingpeopleとの出会いは，age-setsystemの導

入およびそのヴァリエーションの形成に重要な意味をも

ったと考えられる。部族慣習法は，これらage・setsys‐

temの基盤の上に機能してきたのである。

１－(ii）イスラミック．コンタクト

こうしたアフリカ大陸内部における部族移動と平行し

て，アラブ・ペルシャからの勢力が東アフリカ沿岸部へ

訪ずれて来た。インド洋を舞台とした交易は紀元前後か

ら行なわれており，７世紀以降のイスラム化した商人の

登場以前に，インド洋交易ルートは既に確立されていた

が，当初は東アフリカ沿岸部の限られた村としかEas

ternBantuとイスラムのコンタクトはなかった。８世

紀になると，交易の拡大にともない，しだいに東アフリ

カ沿岸部にアラブ人の居住地がつくられるようになって

いった1s)。そうした中で，イスラム法が東アフリカへと

もたらされることになる。中でも正統四法学派の中のシ

ャーフィイー派'`)が大きな位腫を占めていたが，今日の

東アフリカもこの延長線上にあるといえる。

こうしたイスラム法の導入は，当初からアフリカ部族

社会への適用をめざしたものではなく，あくまで東アフ

リカに定住したアラブ人に適用範囲は限られていた。ま

た，カーディーもアラビア半島から派遣されるという形

がとられた。しかし時の流れが新たな状況をつくり出

していくことになる。アラブ人の定住化が進み，交易規

模が拡大していくにつれ，アラブ人とBantu系部族民

との混血が進み，swahiliと呼ばれる人点が登場するこ

とになった】の。ここに，Bantu系部族慣習法とイスラム

法とのコソタクトとコソフリクトの現象が現われてくる

のである.この様相は，二つの時期に区別される。第一

期は，アラブ人の定住およびBantu系部族民との混血

によって，Bantu系部族民のイスラム化が進められた時

期である。第二期は，内陸部への交易ルートの拡大'6)に

ともない，イスラムのBantu化，アフリカ化が進めら

れた時期である。第一期においては，イスラム化した

Bantu系部族民は，部族`慣習法にとってかわる形でイス

ラム法の受容をはかっていった。Zanzibar17）などの中

心地では，オリジナルな形のイスラムが残っていった

が，イスラムがBantu系部族社会と整合するためには，

イスラムのアフリカ化が必要となってきた。この頃のイ

スラムとは直接アラブの世界からのものでなく，東アフ

リカ沿岸部で形成されたswahiHが中心となる。したが
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もとづいておこなったが，この場合は，本国の法および

制度をそのまま援)｢Ｉすることができた。問題は，non・

nativecourtでの紛争にアフリカ人が関係している場

合である。この場合適用される法は，同じイギリス法で

あっても植民地法であり支配の法であった。また，拘禁

刑という非部族慣習法的な紛争処理の導入22)は，権威の

所在の転換へとつながっていった。

イギリス人裁判官の絶対数の不足も一因となり，部族

内部あるいは相互の紛争処理はⅢnativecourtで鮪こ

なわれていった。ここでは専門の法律家の介入なしに，

アフリカ人の中から選ばれた裁判官により，慣習法にも

とづく裁判がおこなわれた.しかし，このnativecourt

も植民地支配体制の中に組み込まれた裁判制度であり，

アフリカ部族社会の紛争処理システムの基澱をなしてい

たものは，依然として当該社会のチーフや長老らによる

伝統的な裁判形態であったといえる。

このような植民地時代の二元的裁判制度は，1962～６３

年のnativecourtの改革をへて，独立後の1967年に司

法法，カーディー裁判所法，治安判事裁判所法の三つの

法律が制定されることにより，国家法の立場からケニア

の司法制度の整備がおこなわれていった。これによっ

て，イスラム法と慣習法が，新しい法体系の中に組象込

まれることになったのである。

①①①

の③⑨

①JusticesofAppeal

②PuisneJudgesoftheHighCourt

③HighCourtJudges

④TheChiefMagistrateofKenya

⑤SeniorResidentMagistrates

⑥ResidentMagistlates

⑦lstClassDistrictMagistrates

⑧２ndClassDistrictMagistrates
(liD3rdClassDistrictMagistrates

⑪lKadhrsCourt

第２図ケニアの司法制度2別）

ような民事上のケースにおいては，アフリカ慣習法にも

とづく審理がおこなわれるものであり，そして，各裁判

所は手続上の不当な配慮なしに，また不当な遅延なし

に，本来的な正義にもとづいて全てのこのようなケース

に決定をくだすものである｡｣24）

この条文には，３つの重要な点が含まれている。第一

点は，慣習法は民事珈件にのみ適用されるということで

ある。刑事事件に関しては，国家法の中の刑法によって

全て処理されることになる。従来の伝統的部族慣習法に

は，civilとcriminalの両要素が含まれていた26)。当

該法によって慣習法を二分したことは，各部族の社会構

造の中で機能していた部族慣習法とは別の慣習法の体系

化がなされていったことを意味する。第二点は，裁判制

度の中で慣習法はあくまで補足的要素として位置づけら

れたことである。慣習法にもとづいた事柄は，まず，第

２図⑦，③，⑨の各裁判所で取り扱われる26)。ほとんど

がこの段階で処理されるが，③の高等裁判所まで上訴す

ることができる。しかし，ここでは陪席裁判官が慣習法

について助言をおこなうにとどまる。第三点は，紛争当

事者が慣習法の適用を望むかどうか，異なった部族間の

紛争に一義的に慣習法を適用できるかどうかの問題であ

る。これら３つの点は，国家法の中に組承込まれたアフ

リカ慣習法と，従来の伝統的な部族慣習法との間のコン

フリクトの要因を形成していると考えられる。

１１．EasternBantu系社会における

法の現在

1967年の司法改革は，確かに植民地法としてのイギリ

ス法からの脱皮であり，新しい時代への黎明であった。

しかし，部族慣習法は国家法の中でのみ位置づけられる

ものではなく｜それは，部族の社会構造が要請し，その

部族の中にあってはじめて機能するものである。したが

って，統合された慣習法は国家法との間に新たなコソフ

リクトを生じさせることになった。また，カーディー裁

判所法の中で扱われることになったイスラム法も部族慣

習法同様，国家法との間にコンフリクトを生じさせてい

った。

11-(ｉ）アフリカ慣習法と部族慣習法

1967年の司法法(TheJudiCatureAct)第３条は，ア

フリカ慣習法に関し次のように述べている。

「高等裁判所ならびに全ての下級裁判所は，アフリカ

慣習法が適用できると認められ，そして，正義と道徳に

矛盾せず，いかなる成文法とも調和しないということの

ない限りにおいて，当事者の一人またはそれ以上が，ア

フリカ慣習法に従いあるいはそれによって影響を受ける
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では,具体的に何が慣習法として扱われるのだろうか。

1967年の治安判事裁判所法（TheMagistrate,sCoLlrLs

Act）第２条は，慣習法による請求の内容を次のように

定義している27)。

（a）慣習的な占有権によって保有している土地

（b）絲幡，離婚，扶瀧あるいは結幡持参金

（c）未婚の女性や少女に対する誘惑もしくは妊娠

（｡）既婚女性に対する誘惑もしくは姦通

に）身分に関する問題，とくに保護，管理，養子，嫡

出などを含む女性，寡婦及び子女の身分にかかわる

問題

（f）成文法のもとで作成された遺言書によって譲渡さ

れた財産の場合を除いた相続，遺言の有無及び遺産

の管理

の６項目である。これは，「立法部が慣習法を定義しよ

うと試みた最初のもの｣盤）である。

11-(ii）カーディー裁判所とイスラム法

1967年のカーディー栽判所法（TheKadhi'sCourts

Act）第５条は，カーディー裁判所の裁判権を次のよう

に定義している。

「カーディー裁判所は，次の裁判権を有しまたは行使

するものである，すなわち，すべての当事者（裁判官を

含む）がイスラム教を信仰しているという条件の下で，

個人の身分，結婚，離婚，相続に関するイスラム法上の

諸問題の判決をおこなうものであるが，本条項における

なにものし，カーディー裁判所以前のいかなる訴訟手続

上においても，高等裁判所あるいはいかなる下級裁判所

の裁判権を制限するものではない｡｣")。

カーディー裁判所法第４条により，現在ケニアでは６

つのカーディー裁判所が設けられている30)。このカーデ

ィー裁判所では，「裁判長と３人以内の裁判官によって

審理が行なわれる。裁判官は司法公務委員会によって任

命されるが，その際，委員会はイスラム教を信仰してい

る人，どのようなイスラム教の宗派の法律にも通じてい

る人の中から選ばなければならない。また，カーディー

裁判所から高等裁判所へ上訴された裁判には，カーデ

ィー裁判所の裁判官が陪席として参加することができ

る｡｣８１）

さて，こうして国家法の中にイスラム法が組象込まれ

ることになった。イスラム法は元来，イスラム教徒以外

には適用されないものであるから，カーディー裁判所法

の規定は，ケニアの特殊性を考慮したというよりも，従

来のイスラム法上の規定をそのまま持ち込んだものであ

Ｚといえる。ただ，1963年に制定された証拠法による諸

と慣習法２７

原ⅡＩ,ｆ，この裁判所では適用されず，カーディー裁判所

で週１，}される法律と証拠法'1Ｉは，イスラム法にもとづく

ものの承が採用されることになった。これによって,イ

スラム法の存在が国家法の立場から認められることとな

った。だが，イスラム教徒の間の紛争が，ただちにカー

ディー裁判所に持ち込まれるかというと’そうではな

い。部族慣習法にみられるのとＭ様に，名との社会に

は，第一次紛争処理機関が存在している.そこで紛争解

決にあたるのは，マーリムであり，イスラム教師であ

る，国家法に組み込まれた部分だけでイスラム法が機能

しているのでない点に注意すべきであろう。このレベル

でのイスラム法は，むしろアフリカ化したイスラム法と

いえるのである。

11-(iii）コンフリクトの様相

このようにして，三種類の異なった法が国家法の中に

組み込まれていったわけだが，それは，法相互間におけ

るコソフリクトを内在させたものであった。これらの様

机は，第３図のように捉えることができる。
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第３図法相互間にｵsけるコソフリクトの様相

第３図①は，慣7W法相互間の関係を示している。「部

族水位制社会」にあっては，age､setsystemの構造あ

るいはdescentの構造などの諸部族の基盤を形成して

いる社会構造が部族によって異なり，したがって部族の

法もそれに応じて多様化している。二部族以上の間に生

じた紛争は，必然的に部族慣習法相互間にコンフリクト

を生み出すことになる。一方，国家法に組み込まれたア

フリカ慣習法は，このような部族の個別的特性を認めつ

つも，慣習法の一般化をめざすものであった。一般化さ

れた慣習法は，しだいに諸部族の社会構造とは切り離さ

れたところで機能していくことになる。したがって，部

族佃習法とアフリカ慣習法との関係は，一つのコンフリ
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クトを形成しているといえる。②は，慣習法とイスラム

法との関係である。イスラム法の場合，全てがコーラン

の教えに依拠しているため，また，実際の社会状況の変

化への対応は，イスラム法学者の法解釈という形をとる

ため，イスラム教徒内部におけるイスラム法に関しての

コソフリクトは理論上存在しない。しかし，東アフリカ

の場合，歴史的に承れば明らかなように，イスラムのア

フリカ化あるいはswahili化の中でイスラム法が機能し

てきた。したがって，既にイスラム化した部族にあって

は問題を生じることが少ないにしても，muslimとnon・

muslimの間の紛争には依然としてコソフリクトが存在

すると考えられる。③は，イスラム法とイギリス法，④

は，慣習法とイギリス法との関係を示したものである。

イギリス法は，独立以前の植民地法の時代，独立後の

国家法の継受母体としての時代を通じて，短期間にしか

､ケニア全域を覆う形で入り込んできた。このことは，

既に存在し機能していた慣習法とイスラム法に大きなイ

ンパクトを与えることになった。独立を経た現在では，

これをイギリス法との関係で捉えることは適切ではない

が，イギリス法を継受した形で成立した国家法との関係

が新たに問題となってくる。したがって，③と④は，今

日では④と⑧の関係として捉えることができる,すなわ

ち，⑧は④を全て組み入れることはできず，④の左半分

＠は，⑧の国家法のカテゴリーの外側にあって機能して

いる。これにより，今日の法相互間のコソフリクトの様

相は，

④ｖｓ.④

④ｖｓ.⑧（inc1.④）

＠Ｖｓ⑧

として捉えることができる。そして，④と⑧が接する部

分（第３図の“boundary'，で示される部分）は可変的

であり，ここに，伝統的法体系の動態変化を糸ることか

できる。

Ⅱ1．EasternBantu系４部族の事例

部族社会のdiachronicな変容の過程は，そこで機能

していく法の動態を様Arな形で描き出している。特に，

EasternBantu系諸部族にあっては，イスラムをどの

ように受容するかによっていくつかのヴァリエーション

が存在している。ここでは，DigqGiriama,Pokomo，

Ｍｅｒｕの各部族の例を取り上げ，第３図に示される関係

が実際の事例の中でどのような形をとって現われている

かを，イスラム化あるいは部族の伝統的な社会柵造の視

点を通じて分析していくことにする。

第２２号１９８２

111-(ｉ）Ｄｉｇｏ

Ｄｉｇｏは，Mijikenda82）グループに属するBantu系

母系社会である。Trimingham3s)によれば，Ｄｉｇｏ社会

は「wholIyorpredominantlymuslim」に属す。Ｄｉｇｏ

は，東アフリカ沿岸部の大部分の地域にあてはまるよう

に，イスラミック・コンタクトを契機として急速にイス

ラム化した社会である。したがって，ここで問題となる

のは，慣習法とイスラム法との関係(第３図②)である。

Triminghamは，次のように述べている。「Digoにお

いては，婚資および相続に関係する問題に関して男性は

母のクランに属し，相続権は姉妹を通じてその子供に渡

るわけだから，相続に関してイスラム的体系を課す試梁

は社会内部にトラブルを生じさせてきた。姉妹の子供が

いない所では，相続は死んだ母の家族に移る。少数の

Digoは父系制を採用してきたが，相続に関する限り彼

らの要求はイスラム法裁判所に持ち込まれれば支持され

るので，このような問題はいつも論争を引き起こしてき

た｡｣３４）

これは，社会が母系制の原理にもとづくか父系制の原

Euにもとづくかによって，イスラムとの関係に変化が生

じることを示している。しかし，相続に関しては，イス

ラム法では必ずしも父系ラインだけをたどるわけではな

いので，母系制がイスラムとのコソフリクトを生じさせ

たとするよりも，母系制の原理のもとに確立されていた

部族社会に,異質の原理にもとづくイスラム法が重なっ

た時に生じる制度上の差違が］コソフリクトという形を

とって現われたと考えるのが妥当であろう。こうして生

じたコソフリクトを，コソフリクトのままでとどめてお

けば，社会の諸機能はしだいに麻博していくことにな

る。しかし，Ｄｉｇｏの社会にこうしたことが起らなかっ

たのは，部族全体がイスラム化したことによると考えら

れる。すなわち，「大部分のＤｉｇｏはイスラム教徒であ

ると称しているため,部族の伝統的体系とイスラム法が

整合しない時，イスラム法を解釈しなおすことができ

た｣35）のである。

この一例を，婚姻の形態にみることができる。Ｄｉｇｏ

では，harusi婚と呼ばれるイスラム的慣習にもとづく

ものと，uhala婚と呼ばれる部族的慣習にもとづくもが

代表的な婚姻形態として存在している。「harusi婚は，

1920年代以降しだいに増力１１の傾向にあり，今日では初婚

の女性はこのタイプの結婚をすることが望まれる｣36）と

されるが，なお部族的慣習にもとづく婚姻形態が存在し

ていることは，イスラムの要素を全て吸収することによ

って生じるコンフリクトに解決を与えているといえよ
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された｡｣do)この例は，イスラムが入ることによって生じ

た不整合な側面を端的に物語っているといえよう`Ｄｏ

ｍ－(iii）Ｐｏｋｏｍｏ

Ｐｏｋｏｍｏは，ケニア東部TanaRiver添いのBantu

系農耕民である42)。Giriamaと同様に，muslimmi、

norityの部族に属すが，TanaRiver上流部と下流部と

でイスラムの影響力に相違がみられる。ＬｏｗｅｒＰｏｋｏｍｏ

は，Mijikendaグループと直接接しているため，早い

時期からイスラムと接触する機会を持っていた。ただ，

このためにＤｉｇｏのようにＬｏｗｅｒＰｏｋｏｍｏが大規模

にイスラム化するということは起らなかった。一方，

UpperPokomoがイスラムと接触するようになったの

は，ヨーロッパ植民地時代以降の1900年代に入ってから

である。UpperPokomoの場合，ケニア沿岸部の都市

に働きに出ていった若者が，都市での生活の中でイスラ

ム化し，イスラム教徒となってＰｏｋｏｍｏ社会に戻って

くるというイスラム化の典型的なパターソを示してい

る43)。GallaやＳｏｍａ１ｉなどの外部からの圧力あるいは

伝統的な社会組織の世代相互間の緊張が，若者をイスラ

ム教徒へと改宗させる大きな要因を形成していたとい

える。若者がしだいにイスラム化することによって，

wakijo4`)を中心とする伝統的なＰｏｋｏｍｏ社会との間に

コソフリクトが顕在化してきた。これは，第３図②のコ

ンフリクトの存在を意味している。Towllsendは，次

のように述べている。「1938年にＰｏｋｏｍｏ全域の首長

層を含めてLocalNativeCouncilが設立された。これ

は，イスラム教徒のシャリーアと慣習法との間で生じた

問題を解決するのに有効な公議機関となった。というの

は]若いイスラム教徒にとって，シャリーアにだけ忠誠

を誓うことがあたりまえのことであったからである｡｣帽）

これは，植民地政府の行政上の政策として行なわれたも

のであるから，ここには，第３図②の他に，④ｖｓ⑧

の潜在的コソフリクトがあったともいえよう。

wakijoを中心とする伝統的社会とイスラム化した若

者との間のトラブルは多方面にわたるが，1920～1960年

にかけてほとんど毎年記録された。たとえば，「1945年，

KinakombaのMasalaniのlocalcourtで何人かの

イスラム教徒の若者が裁判をうけていた。そこへ若者

を救出しようとするイスラム教徒の一群が押し入り，首

長を含めた数名の長老が殴打された。その結果，３７名が

収監された。1951年，Nduraでは，wakijoが二度にわ

たりモスクを破壊した。そのため，（イスラム教徒と

wakijoを中心とする非イスラム教徒の間で）ナイフと

槍を武器とした戦いがおこり，それはKinakombaにま

う。

III-(ii）Giriama

Giriamaは，Mijikendaグループに属するBantu

系農耕民である。彼らは，Mombasahinterlandに，

長老会議（kambiw)）とage-setにもとづく集権化さ

れないガーヴァメントのある社会を発達させてきた。

Giriamaは，同じグループに属するＤｉｇｏとは対照的

にmuslimminorityの部族である。したがって，部族

慣習法は，第３図④およびその延長としての⑳ｖｓ.⑧の

関係としてダイナミズムを形成していると捉えることが

できる。

Giriamaでは，age-setが13に分かれており，最上位

のWulumbereおよびその次のWulakahiが，ｋａｍｂｉ

と呼ばれる長老層を形成してきた。紛争が生じた場合

は，kambiのメンバーによって部族慣習法にもとづく裁

判がおこなわれた．Giriama社会において，age-set

systemが完全に機能していた時代には，kambiによる

判決は絶対的なものであった。しかし，ヨーロピアン･コ

ソタクト以降の植民地化の時代になると，従来のｋａｍｂｉ

に加えて植民地行政官が強力な支配力を持つようになっ

た。これは，ｋａｍｂｉを頂点とするage-setsystemに

新たな肇りをもたらしていくことになった。Brantley

は，次のように述べている。「問題は，被告がlocal

kambiの決定を不IIiとする時生じた。（訴訟当事者は）

kambicouncilとswahilicourtのどちらで裁判をう

けるかを選択することができるようになったのである。

これにより，kambiは単一支配力を失うことになった。

さらに，富が集中するという状況は，しばや（age-set

の長としての）社会的地位の反映とはうけとられなくな

った｡｣38〕こうして，Giriama社会では，部族慣習法に

もとづく伝統的法体系がイギリス法の影響のもとで変容

を遂げていったのである。

一方，Giriamaはmuslimminorityの社会である

が，minorityであるために生じた部族Ｉ慣習法とイスラ

ム法のコンフリクト（第３図②）も存在した。すなわち，

イスラム教徒のGiriamaというのは，Giriama社会に

あっては脱部族化89)した人☆である。したがって，イス

ラムを受容することによって脱部族化した入念は，裁判

の過程で部族慣習法の支配の外におかれることになる。

Triminghamは,次の例を報告している。「あるGiriama

族の妻は，夫をおいて，あるイスラム教徒と駆け落ちし

た。彼女の部族婚の合法性を認めないカーディーは，そ

のイスラム教徒との結婚を正当とみなしたのでありⅢそ

の時には，非イスラム教徒の夫は婚資の返還要求を却下
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で広がった。これにより，ふたたび多くの逮捕者を出し

た｡｣46）

Ｐｏｋｏｍｏの場合，２０世紀に入ってからイスラムの受容

が始まったため，沿岸部および内陸部交易ルート添いに

見られるような時間をかけたイスラム化の過程をたどら

なかったことが，第３図②のコソフリクトを一層誠<押

し進めることになったといえる。

111-(iv）Ｍｅｒｕ

Ｍｅｒｕは，ケニア山北東に位価するllighlandBantu

系農耕民である47)。北部に若干イスラム教徒がいるが，

Ｍｅｒｕ全体としてはnon・muslimの地域として分類さ

れる。隣接部族のKikL1yuが植民地時代を通じて植民

地政府，入植者との間にたびたび抗争を展開してきた４８）

のに対し，Ｍｅｒｕの場合は，「各クラソないしサブ・ク

ランの長老会議を軸に運営される伝統的な部族社会を，

独立前夜までほぼ維持しつづけてきた｡｣４９)したがって，

慣習法上の問題は，２０世紀半ばまでは鏑３凶①および

Ｍｅｒｕの部族慣習法内部の問題に限定されていた。この

ようなＭｅｒｕの社会にも，アフリカ人を対象とした裁

判所（MeruAfricanCourt）を通じて，しだいにヨー

ロッパ的観念がもたらされてしった。次にあげるのは，

土地の売却に関して行なわれた契約の例である。

「Ｂは，Ａから2330シリソグで土地を職入することに

合意していた。全ての交渉は，，ill;人が提示した証拠に示

されるような形でおこなわれ，般終的合意は，裁判所で

作製された文書になっていた。合意がなされたあとで，

Ａは心変りし，Ｂに土地の返却を求めた。Ｂは既に土地

を保有していたが，土地代金の支払いはまだであり，単

なる合意は拘束力を持たないとして，裁判所はＡの要求

を認めた｡JIC）

この例は，伝統的土地保有形態の根本的な変化を示し

ているが，その他に，契約という観念がAfricanCourt

において明確にされていないことを物語っている。従

来，Ｍｅｒｕの伝統的部族社会では，裁判は部族慣習法に

もとづき長老会議でおこなわれてきた。そこでは，「権

利，債務，義務などの'1m広い知瓢｣５１)が，伝統的な契約

形態における合意に拘束力をもたせていた。長老会議に

おける司法上の機能がAfricanCourtに移っていくこ

とによって，それまでの部族悩習法にもとづく観念に変

化が生じたといえる。すなわち，ここには第３図④およ

び⑳ｖｓ.⑧において示されるようなコソフリクトが存在

していると考えられる。

おわりに

EasternBantu系譜部族にとって，イスラム法，イギ

リス法のインパクトは，部族慣習法の基盤を形成してい

る社会櫛造へのインパクトであった。特に，age-set

systemの変容の過程の中で，伝統的な法体系に変化が

生じるという場合が非常に多く承うけられる。そして，

従来部族のチーフのもとにあった司法上の機能は，裁判

所の登場によってチーフのもとから分離されることにな

る。植民地時代とは，伝統的な社会構造の基盤の上に成

立していた「司法，行政機能が，部族社会の統合原理と

は別のところで再編成させられた｣62)時期だといえよう。

したがって，これまでゑてきたように，そこにはいくつ

かの側面においてコソフリクトが生じてきた。しかし，

歴史の流れは，コンフリクトをコンフリクトのままとど

めることはしない。様角なコンフリクトを内包しつつ，

部族社会の構造的変化が進められていくのである。すな

わち，第３図に示される関係は固定したものではなく，

法相互間の関係は，各部族社会の個別的特性とリンクし

ながら，ダイナミズムを形成していくことになる。この

場合，特に⑳と⑧が接する境界“boundary，’での変化

がⅡⅡ題となってこよう。

今日，EasternBantu系の人々にとってⅢ国家よりも

部族により強いアイデンティティーがあることは事実で

ある。都市に生活する－部のエリート層を除けば（ある

いは彼らも含めて）アフリカ社会は，これからも「部族

本位制社会」を基調として機能していくことであろう。

部族慣習法は，そうした社会を機能させていく上で重要

な役割をはたしていく。サパソブーで生活する人々も，牛

の群れを追い続ける入念も，彼らの社会を形成している

－側面としての部族慣習法は，国家法の整備がさらに進

められる中にあっても，第一次紛争処理機関の基盤とし

ての機能を維持し続けていくことであろう。
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